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sMI 21.9土O.5 ~沼1m2) であった.本研究はクロスオーバ一








Jln.l:pカテコラミン議度は経i守的な上昇を示し (p <0.05)， 
血中インス l)ン濃度は経時的な低下を示した (p <0.05). 
血中遊離指紡殻，グリセロール濃度は運動中経時的に上昇
し，運動後は安静時よりも有意に高穫を示した (p <0.05). 
また，車中グルコース濃度は，運動中は有意に低下し，運
動後においても低龍を示した (p <0.05).血中アデイポ
ネクチン濃度については，総アデ千ポネクチン濃度，高分
子量アディポネクチン濃度ともに有酸素性運動中および運
動後に変化はみとめられなかった.また，高分子量アデイ
ポネクチン濃度と総アデイポネクチン議度の比も運動中，
運動後で有意な変化はなかった.中分下量，低分子量アデイ
ポネクチン議度についても，運動中，運動後で有意tな変化
は認められなかった. (結論}一過性の中強度宥酸素性運
動はUJl中アデイポネクチンの分画濃度に影響を及ぼさず，
それらの濃度が運動中および運動後の糖・脂質代議?に影響
を与える可能性辻低いことが示唆された.
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